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何が人生のスタートにおいて起こっているのか、そして、その影響が健康に対して、
疾患に対して、生涯に渡って影響するという話をしたいと思っています。



既に年1,300万件の死亡を環境の改善によって防止することができます。
そして、102種の非遺伝性疾患のうち85種に環境的な要因が影響しているとWHOの

報告では言っています。ということで、こういった疾患、非遺伝性疾患による死亡率は、
発展途上国においても現在は伝染性疾患によるものよりも高くなっているという状況で
す。
米国では、がんの少なくとも2/3が環境的な要因によるものであると言われています。
自分たちの遺伝子を変えることはできませんが、現在は環境を変えることができると

いうことを覚えておかなければなりません。
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我々の子供たちは、我々が望むような健康な状態ではないということです。
米国では、子供の６人に１人が発達障害あるいは発達遅滞の状態にあると言われて

います。これは非常に大きな割合です。この10年間で20％の増加に相当しています。
そして米国では、18歳未満の子供の14％が喘息と診断されています。これもこの20年、
30年で急増しています。
さらに我々がわかっていることとして、米国の子供たちの1/3が過体重あるいは肥満

であるということです。これも急増しました。米国の肥満の上昇というのは、決して米国
だけにとどまりません。ほとんどの先進国、発展途上国においても増加しています。
また、アレルギーも増加していることがわかっています。米国の子供の半数近くが何

らかのアレルギーを持っているということがわかっています。
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では、我々は基本的に体をどういうふうに調節しているのでしょうか。どういったコントロール
があるのか。そして内分泌系というのはどういったものなのか。内分泌というのは非常に複雑
で、いろいろな相互作用をする部分があります。内分泌系というのは、決して分子、生殖に関
連する部分だけではありません。女性ホルモンや男性ホルモンだけではない。甲状腺ホルモ
ンも含まれるわけです。多くの内分泌系というのが我々の体内にはあります。
内分泌系というのは、容易にかく乱されやすいわけです。
そしてもう１つ重要なのは、その濃度です。ホルモンの濃度。我々の体内で作用するホルモ

ンの濃度というのは非常に低いレベルです。ピコモル、ナノモルの濃度範囲で作動するという
ことです。
また、我々がわかっていることは、２つの作用がホルモンによって提供されるということです。

１つは、成人になった場合に、ホルモンはいわゆる活性化作用というのを持っています。基本
的な生理学です。ただ、発達途上の場合には、ホルモンはいわゆる組織的な作用を体内に
及ぼします。つまり、生物の発達のプログラムとして作用するわけです。ですから、発達中の
ホルモンの作用というのが永久的に我々の体内で作用するということです。
WHOは、EDC、内分泌かく乱物質をこのように定義しています。つまり、最終的に内分泌系

をかく乱するような外因性の物質あるいは混合物であるということです。そして、そのかく乱に
よることによりまして、未処理の生物あるいは子孫、そして集団、準集団群に影響を与える、
健康的な有害作用を与えるということです。ということで、各個人のレベルでのかく乱物質だ
けではなく、集団全体での作用をするということです。多くの人たちがリスクにさらされるという
ことになるわけです。
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さて、多くの環境作用、影響というのが言われていますが、特に内分泌系で作用します。こ
れは新しいプロセスではなく、新たに我々が発見したプロセスです。いわゆるエピジェネティク
スのメカニズムです。皆さん御存じのように体内の細胞はすべてDNA、同じ配列を持っていま
す。肺の細胞、髪の細胞、皮膚の細胞、肝臓の細胞、それぞれの細胞は違います。ただ、こ
こでいっているエピジェネティクスというのは、これが修飾された状態にある。DNAがここにあ
ります。何らかのメチル化した群がここにあります。あるいは蛋白の修飾、ヒストンは４種類あ
りますけれども、DNAのカールアップに関連している。そして染色体をつくるわけです。これも
修飾される可能性があります。また、小さなRNA、およそ22塩基対の長さ、これがこの細胞内
にあって、これをマイクロRNAと呼びます。これも重要です。こういった修飾がDNAに起こると、
あるいはヒストンあるいはマイクロRNAに起こると、これらは遺伝子においてオン・オフを伝え
る機能でありますので、細胞タイプに異なる機能が提供されています。こういったDNAのメチ
ル化がオフになった場合、遺伝子の発現があります。あるいはヒストンのメチル化があった場
合にはやはり遺伝子の発現に影響をあらわすわけです。
ということで、これは全体像なんですが、ヒストンというのはメチル化だけではありません。

他のカーボングループ、アセチル基、プロプオニル基、ブチニル基などがつくこともある。１つ
以上のものがつくジメチルヒストンあるいはトリメチルヒストンに変わる可能性もあるわけです。
そして、それぞれの修飾が異なる影響を持っています。遺伝子が発現するかどうかに影響を
与えるわけです。マイクロRNAはこの遺伝子の発現を抑える機能を持っています。徐々に
我々はこれを解明してきました。
類似した事例を挙げてみますと、我々のゲノムは、オーケストラの楽譜のようなものである

と。エピジェネムというのは指揮者である。どの楽器が、いつ、どういった形で演奏されるかを
決めているのがエピジェネティックだということです。



これは前にもお話ししたことがあるのですが、人生の初期におけるばく露というのが
長きに渡る影響を与えるということです。発達期にまでさかのぼる健康と疾病の起源が
あるということです。
発達期に非常に感受性が高くなります。なぜでしょうか。我々の体が成長している時

期ですので、細胞が分裂、そして分化する段階にあるわけです。肺の細胞、骨の細胞、
あるいは肺の細胞になるかどうかというのが決まる時期であるわけです。
そして、いろいろな変化があると、エピジェニックプログラミングに影響が与えられるわ
けです。
そして、成熟前の発達期に起きている変化がその後の臓器や器官のあり方に影響を

与えるということです。

6


